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女子英学塾 (のちの津田塾大学)開校当時の津田梅子

第2巻

津田梅子
女性の可能性を世界へ広げた教育者

18分/本 体 40,000円 +税

6歳のとき日本初で最年少の女子留学生として岩倉使節団ととも

に渡米。熱心に勉強し帰国後は女子のための学校を創ることを夢

見ていたが、当時の日本女性の地位の低さに落胆する。再度渡米

し留学先の女子大学で出会った理想の女子教育を日本でも実現

するため、世界各地からも援助を受けて女子英学塾を開校。女性

が学び、自立して来来を描けるようになる土台を作った。

【文部科学省 選定】

特別協力・資料提供 :津田塾大学

資料提供 :国立国会図書館

制作協力 :株式会社グループ現代
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留学して間もなく母へ送った手紙

(1872年 、明治 5年 )

|   ‐ ‐日本初の女性留学生たちと
(左 :津田梅子、中:山川捨松、右t永井繁子)
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幼少期

アメリカ|ブリーンマ■大学留学当時 女子英学塾 (のちの津田塾大学)開校

(1101年 、明治33年 )

現在の津日塾大学

写真提供1津田塾大
‐
学

第1巻 遮岡浅子 挑戦し続けた女性実業家 【19分】 (文部科学省選定)

第2巻 津圃 梅子 女性の可能性を世界へ広げた教育者 【18分】 (文部科学省選定)

第3巻 書岡 禰笠 女性医師の道を開拓した先駆者 【19分】 (文部科学省選定)

第4巻 市′11房枝 女性の権利を求め闘つた政治家 【22分】 (文部科学省特別選定)

第5巻 濾橋 騰子 女性科学者のパイオニア 【20分】 (文部科学省特別選定)


